（様式６－１）
３ 業務実施内容と実施手法（その１）
	（1）中学生への配慮及び関係性について
ア　中学生の学習支援にあたり、安全性及びプライバシーの配慮にどのように取り組むか、記載してください。














イ　中学生が安心して学習に取り組めるための関係性をどのように築くのか、記載してください。また、中学生が利用を継続するための取組について、記載してください。


















（様式６－２）
３ 業務実施内容と実施手法（その２）
	（2）高校進学等を目的とした学習支援の取組について
　ア　支援の実施にあたり、中学生の特性や学力の把握をどのように行うか、記載してください。














イ　中学生の学力や個々の特性や実情に応じた学習支援プランをどのように作成し、進行管理、効果測定を行うのか、記載してください。














（様式６－３）
３ 業務実施内容と実施手法（その２）
	（2）高校進学等を目的とした学習支援の取組について
　ウ　中学生の学習支援を行う際、どのような教材を使用するか、記載してください。











エ　発達に偏りのあるなどコミュニケーション・関係性の構築に支援が必要な中学生がいた場合、どのような学習支援プランを提供するのか、記載してください。










オ　外国語を母語としているなど、日本語での学習に支援が必要な中学生がいた場合、どのような学習支援プランを提供するのか、記載してください。












（様式６－４）
３ 業務実施内容と実施手法（その３）
	（3）学習等に関する相談支援、情報収集と中学生及び保護者への提供について
　ア　相談支援を必要とする中学生及び保護者に対してどのような支援を行うかについて、
　　相談支援体制を踏まえ、想定される相談内容と支援方法について、記載してください。















　イ　中学生の学習や進学相談に必要な情報をどのように収集し、また提供するかについて、記載してください。














（様式６－５）
３ 業務実施内容と実施手法（その３）
	（4）高校世代向け支援の取組について
ア　本事業を利用し進学した高校生に対する高等学校等の定着及び中退防止に係る支援をどのように行うか、記載してください。










　イ　高校世代の居場所の提供として具体的な支援をどのように行うか、記載してください。










ウ　高校生世代の将来の選択肢を広げるために、進学や就職に関する情報提供・講座の開催などの取組について、記載してください。













